
  

 

図書館だより ４月 
読書の大切さ 

1. 言葉をいっぱい知ることができる 

2. 知識が豊かになり、必要な情報が得られる。 

3. 昔の人が書いたものも読むことができる。 

4. 他人が一生かけて学んだことを短い時間で学べる。 

5. 文字が頭の中で映像や音声に変わり、想像力がつく。 

6. 自分の心をみがける。きたえられる。 

本は時と場所を選ばず、わたしたちを果てしな

い想像力の世界へといざないます。 

読書は人・国・文化を越えて、多様な視点を知

る大切な思考体験です。昨今の社会情勢や、心の

成長によって不安が生まれやすい今だからこそ、

出来るだけ多くの物語に出会ってほしいと願っ

ています。 

 さて、そんな思いを胸に、先日図書館オリエン

テーションを行いました。 

4/9より本の貸出がスタートしています。 

 オリエンテーションでは、図書館の基礎知識を

学びながら、読書の大切さを考え、一人ひとり年

間目標を立ててもらいました。 

どの目標もたのもしいものばかり！ 

久辺中学校のみなさんが読書をより一層楽し

めるように、図書館もがんばりますね。 

※本の紹介に限り、表紙の利用許可を得ています。 

今年から図書館を担当する司

書のあかねです。みなさんと

たくさん本の話がしたいです！ 

４月１８日（日） 

 毎月第三日曜日は、ファミリー読書の

日となっています。 

 今読んでいる本の話や、おすすめの本

を伝えあうなど、ぜひお家でも読書活動

を楽しみましょう。 
生徒のみなさん、先生

方からの本のリクエスト

お待ちしています。 

令和３年 


